
教育委員会定例会日程

平成２２年３月２３日

１ 開 会

２ 前回会議録の承認

３ 会議録署名委員の決定

４ 議事

日程第１

請願第１号

教科用図書採択についての請願 （教育指導課）

５ 報告事項

（１）市議会３月定例会の概要について

（資料１ 学校教育部 生涯学習部）

（２）平成２１年度学校支援地域本部事業について （資料２ 教育指導課）

６ 議事

日程第２

議案第３号

小田原市立学校文書管理規則及び小田原市学校給食共同調理場の対象校を定

める規則の一部を改正する規則 （教育総務課）

日程第３

議案第４号

校長及び教頭の人事異動の内申について（学校教育課） 【非公開】

日程第４

議案第５号

教育委員会職員の人事異動について（教育総務課） 【非公開】

７ 閉 会



平成２２年３月２３日

請願第１号

教科用図書採択についての請願



小田原市教育委員会

委員長 和田重宏様

平成 22年 3月 11日

小 田原 市 中村原 303

小田原の教育を考える会

代表 加藤哲男

教科用図書採択についての請願
請願事項

① 教科用図書の採択は、教育基本法の改正や新学習指導要領の趣旨を踏ま
え、教育委員会の権限と責任のもとに適切に行っていただくこと。

② 教科用図書の調査研究の観点を、教科用図書の内容をより重視するよう
に改めるとともに、重要な観点として、「教育基本法等の改正や新しい

学習指導要領の趣旨がどのように反映されているか」という観点を設け
ていただくこと。

請願の理由

本年行われる小学校の教科用図書採択は、教育基本法の改正、学習指導
要領の改訂及び新教科用図書検定基準に則 り、新たに編集され検定に合格
した教科用図書から採択する初めての機会となります。
教科用図書採択に関し、文部科学省は平成 21年 3月 30日 付で 「教科

書の改善について (通知)」(20文 科初第 8075号 )を 発出しました。
この通知には、「教科用図書の採択にあたっては、教科用図書の装丁や見映
えを重視するのではなく、内容を考慮した十分な調査研究が必要であるこ

と」「教育基本法等の改正や新しい学習指導要領の趣旨を踏まえた 『教科用
図書改善に当たっての基本的な方向性』を参考にし、各採択権者の権限と

責任の下、十分な調査研究が行われ、適切な採択がなされること」などが
示されています。

こうした状況を受けて、昨年 10月 に神奈り|1県教育委員会に対し 「教科
用図書調査研究の観点について」という請願 (請願第 11号 )が 提出され、
本年 1月 12日 の定例会において全会一致で採択されました。これにより

県教委は文部科学省通知の趣旨を踏まえ、調査研究の観点を見直すことを
決定しました。

従来の教科用図書調査研究の観点は、教科 ・種目に共通の観点だけでも
21項 目にも上り、比較的重要なものから枝葉末節と思われるものまで、
総花的に並べられています。これでは焦点が拡散し、教科書選定に当たっ

ての重点が不明確になり、教科用図書の評価が困難になりがちでしたが、
今回の見直しにより、調査研究資料が採択権者にとって、よリー層参考に
なるものと期待されます。
つきましては、貴委員会におかれましても、県教委の決定を踏まえ、教

科用図書の調査研究の観点を見直すとともに、教育基本法改正や新学習指
導要領の趣旨を踏まえ、適切な採択が行われますように請願いたします。
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平成２２年３月市議会定例会の概要について

第 １日目 ２月１６日 火 本 会 議

補正予算上程、提案説明、細部説明、（休憩）、質疑、

常任委員会付託

請願・陳情常任委員会付託

新年度予算上程、施政方針演説、提案説明

第 ２日目 ２月１７日 水 （代表質問通告締切）

第 ３日目 ２月１８日 木 （18日＝建設経済常任委員会）

第 ４日目 ２月１９日 金 （19日＝厚生文教常任委員会）

第 ５日目 ２月２０日 （土）

第 ６日目 ２月２１日 （日）

第 ７日目 ２月２２日 月 （22日＝総務常任委員会）

第 ８日目 ２月２３日 火

（休会）

（23日＝委員長報告書検討日）

第 ９日目 ２月２４日 水 本 会 議
各常任委員長審査結果報告、採決

請願・陳情審査結果報告、採決

第１０日目 ２月２５日 木

第１１日目 ２月２６日 金

第１２日目 ２月２７日 （土）

第１３日目 ２月２８日 （日）

（休会）

第１４日目 ３月 １日 月 本 会 議 各派代表質問

第１５日目 ３月 ２日 火 本 会 議 各派代表質問

第１６日目 ３月 ３日 水 本 会 議 各派代表質問、予算特別委員会付託

第１７日目 ３月 ４日 木
予算特別委員会開催（４日～23 日）

予特（議会費、総務費、特別会計）

第１８日目 ３月 ５日 金 予特（総務費、民生費）

第１９日目 ３月 ６日 （土）

第２０日目 ３月 ７日 （日）

第２１日目 ３月 ８日 月 予特（衛生費、特別会計、企業会計）

第２２日目 ３月 ９日 火 （９日＝中学校卒業式）

第２３日目 ３月１０日 水 予特（労働費、農林水産業費、商工費、特別会計）

第２４日目 ３月１１日 木 予特（土木費、消防費、特別・企業会計）

第２５日目 ３月１２日 金 予特（教育費）

第２６日目 ３月１３日 （土）

第２７日目 ３月１４日 （日）

第２８日目 ３月１５日 月 予特（現地視察）

第２９日目 ３月１６日 火

第３０日目 ３月１７日 水 予特（総括質疑・採決・とりまとめ）

第３１日目 ３月１８日 木 （18日＝幼稚園卒園式）

第３２日目 ３月１９日 金 （19日＝小学校卒業式）

第３３日目 ３月２０日 （土）

第３４日目 ３月２１日 （日） （21日＝春分の日）

第３５日目 ３月２２日 （月） （22日＝振替休日）

第３６日目 ３月２３日 火

（休会）

予特（委員長報告書検討日）

第３７日目 ３月２４日 水 本 会 議 予算特別委員長審査結果報告、採決

資料 １
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厚生文教常任委員会（教育委員会関係）

平成２２年２月１９日開催

1 議 題

議案第 １ 号 平成２１年度小田原市一般会計補正予算（所管事項）

陳情第６７号 小田原市立の図書館整備を検討するため市民を含めた委員会

設立に関する陳情書〔継続審査〕

陳情第６８号 お城通り地区再開発事業用地内の図書館開設に関する陳情書

〔継続審査〕
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平成２２年小田原市議会３月定例会
代表質問（３月１日～３日）

質問順 １ グループ創和 １８番 植田理都子

１ 平成２２年度施政方針について

（２）希望と活力あふれる小田原に関連して

ウ 本市のスポーツ振興について

エ 青少年の体験学習事業について

質問順 ２ 公明党 ９ 番 奥山孝二郎

１ 平成２２年度施政方針について

（２）教育と文化について

３ 公共用地の利活用と懸案事業の今後について

（１）旧アジアセンター跡地について

９ 学校教育問題について

（１）放課後児童クラブについて

（２）学校トイレについて

（３）持続発展教育の普及について

（４）モンスターペアレントについて

（５）教職員の資質向上について

質問順 ３ 新生クラブ １４番 俵 鋼太郎

６ 暮らしと防災・防犯について

（２）生ごみ堆肥化について

７ 教育と文化について

（１）オーシャンクルーズの廃止に伴う代替案について

（２）片浦中学校跡地の有効利用について

質問順 ４ 緑の風 １６番 檜山智子

７ 教育と文化

（１）教育環境の整備について

質問順 ６ フォーラム小田原 ３ 番 武松 忠

４ 医療と福祉について

（１）放課後児童クラブの環境の整備充実について

６ 教育と文化について

（１）片浦中学校の閉校後の施設利用について

（３）スクールコミュニティ推進事業について

（４）校舎維持管理について

質問順 ７ 日本共産党 ２５番 原田敏司

４ 市民のいのちを大切にし、次世代を育む施策を

（４）教育費の増額や３０人学級の実現など行き届いた学校教育の推進を

（５）保育園や放課後児童クラブの拡充など安心できる子育て支援を

６ 「行財政改革」について

（３）給食調理業務の業務委託について伺う
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議

員
NO

答

弁
質 問 要 旨 答 弁 要 旨

奥

山
１

市

長

学 校 ト イ レ の 設

置 状 況 は ど の よ

う に な っ て い る

の か 。

小・中 学 校 の ト イ レ の 設 置 状 況 で あ る が 、小 便 器 を 除 く 、

大 便 器 は 、２ ，４ ２ ２ 台 設 置 し て い る 。内 訳 と し て は 、和

式 ト イ レ が 、１ ，８ ９ ０ 台 、洋 式 ト イ レ は 、５ ３ ２ 台 で あ

る 。現 在 、洋 式 ト イ レ の う ち 、シ ャ ワ ー ト イ レ に つ い て は 、

身 体 的 な 理 由 な ど 、必 要 性 の 高 い と こ ろ へ 、１ ６ 台 設 置 し

て い る 。ト イ レ の 洋 式 化 率 と し て は 、平 成 ２ ２ 年 ２ 月 現 在 、

小 学 校 及 び 中 学 校 の 全 体 で 、 ２ ２ ． ０ ％ で あ る 。

奥

山
２

市

長

学 校 ト イ レ の 今

後 の 整 備 計 画 は

ど の よ う に な っ

て い る の か 。

学 校 ト イ レ は 、子 ど も 達 の 学 校 生 活 に と っ て 、毎 日 使 用

す る 必 要 不 可 欠 な 施 設 で あ る 。施 設 の 老 朽 化 し た 学 校 ト イ

レ は 、悪 臭 や 設 備 の 不 良 が 生 じ て い る こ と に 加 え 、洋 式 便

器 の 普 及 も あ り 、ト イ レ の 整 備 が 必 要 と 認 識 し て い る 。現

在 、学 校 ト イ レ の 整 備 に つ い て は 、国 庫 補 助 を 活 用 し た ト

イ レ 全 体 の 大 規 模 な 改 修 整 備 を 始 め 、便 器 を 洋 式 化 す る に

と ど め る 小 規 模 の 整 備 ま で 、各 学 校 の ト イ レ の 状 況 に 応 じ

た 整 備 を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。い ず れ に し て も 、学 校

ト イ レ の 整 備 に つ い て は 、便 器 の 洋 式 化 は も ち ろ ん 、国 庫

補 助 を 活 用 し た 、大 規 模 な 改 修 整 備 等 を 、順 次 、進 め て い

く 考 え で あ る 。 ま た 、 シ ャ ワ ー ト イ レ に つ い て は 、 既 に 、

一 部 で 配 備 し て あ り 、今 後 も 、身 体 的 な 理 由 等 、そ の 必 要

性 の 高 い と こ ろ に つ い て 、整 備 し て い く が 、ま ず は 、便 器

の 洋 式 化 を 優 先 し た い と 考 え て い る 。

奥

山
３

教

育

長

本 市 の 持 続 発 展

教 育 の 現 状 と 今

後 の 計 画 に つ い

て 伺 う 。

持 続 発 展 教 育 は 、貧 困 、紛 争 、環 境 破 壊 や 人 権 な ど の あ

ら ゆ る 問 題 を 包 括 的 に 解 決 す る こ と を 目 指 す も の で あ る 。

本 市 で は 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 や 「 魅 力 あ る 学 校 づ く り 」

な ど の 事 業 の 中 で 、環 境 や 人 権 、福 祉 な ど の 社 会 的 課 題 に

つ い て 、体 験 活 動 を 充 実 さ せ な が ら 、子 ど も が 実 感 を 伴 っ

て 理 解 で き る よ う 取 り 組 ん で お り 、今 後 も 、子 ど も た ち 一

人 ひ と り が 自 分 の 身 近 に あ る 課 題 に つ い て 理 解 を 深 め 、自

分 の 考 え を も ち 、 行 動 で き る 力 を 育 て て い き た い 。 ま た 、

地 域 社 会 と の 連 携 、 食 育 や キ ャ リ ア 教 育 の 充 実 に 心 が け 、

様 々 な 体 験 活 動 や 多 様 な 人 と の か か わ り の 中 で 、子 ど も た

ち が 、社 会 の 問 題 を 自 分 の 問 題 と し て と ら え て 、解 決 し よ

う と す る 態 度 を 育 て て い き た い と 考 え て い る 。

※ 代表質問（学校教育部）
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奥

山
４

教

育

長

ユ ネ ス コ ・ ス ク

ー ル へ の 参 加 の

現 状 と 今 後 の 計

画 に つ い て 伺

う 。

本 市 の 小・中 学 校 は 、ユ ネ ス コ・ ス ク ー ル に 参 加 し て い

な い が 、ユ ネ ス コ・ ス ク ー ル の ４ つ の 基 本 分 野 で あ る「 地

球 規 模 の 問 題 に 対 す る 国 連 シ ス テ ム の 理 解 」「 人 権 、 民 主

主 義 の 理 解 と 促 進 」「 異 文 化 理 解 」「 環 境 教 育 」 に つ い て

は 、各 教 科 や 特 別 活 動 、総 合 的 な 学 習 の 時 間 等 の 中 で 学 習

さ れ て い る 内 容 で あ る 。ま た 、エ コ キ ャ ッ プ の 回 収 や ユ ニ

セ フ の 共 同 募 金 活 動 、地 域 の 清 掃 活 動 等 に も 取 り 組 ん で お

り 、 地 域 や 国 際 社 会 に 貢 献 す る 活 動 を 行 っ て い る 。 現 在 、

ユ ネ ス コ・ス ク ー ル へ の 参 加 は 考 え て い な い が 、今 後 は 一

人 ひ と り が 生 活 し や す い 環 境 と は 何 か を 考 え 、自 ら 行 動 す

る こ と を 基 本 に 、地 域 の 文 化 や 自 然 に 親 し み 、守 ろ う と す

る 態 度 を 育 ん で い く 教 育 活 動 を 展 開 し た い と 考 え て い る 。

ま た 、外 国 や 自 分 の 住 ん で い る 地 域 、友 だ ち ど う し の か か

わ り を 深 め 、互 い を 理 解 し よ う と す る 態 度 、協 力 し て 国 際

社 会 の た め に 行 動 で き る 態 度 を 育 て て い き た い 。

奥

山
５

教

育

長

本 市 の モ ン ス タ

ー ペ ア レ ン ト の

現 状 と 教 員 の 精

神 的 苦 痛 等 の 影

響 に つ い て 伺

う 。

本 市 の 現 状 と 教 員 の 精 神 的 苦 痛 等 の 影 響 に つ い て で あ

る が 、学 校 に 対 す る 様 々 な 要 求 の 中 に は 、理 不 尽 と も 思 え

る 要 求 等 が あ り 、 学 校 現 場 で は そ の 対 応 に 苦 慮 し て い る 。

ま た 、そ の 件 数 は 、年 々 増 加 傾 向 に あ る 。そ う し た 要 求 等

は 、時 に 長 時 間・長 期 間 に 及 ぶ 対 応 と な っ た り 、学 校 の 意

図 や 考 え を 十 分 理 解 し て も ら え ず 、保 護 者 と の 円 滑 な 意 思

疎 通 を 図 る こ と が 困 難 な 状 況 と な っ て い る 。そ の 結 果 と し

て 、授 業 や 事 務 の 面 に 多 大 な 影 響 が 生 じ 、教 員 の 多 忙 化 の

要 因 の 一 つ に も な る と と も に 、心 身 の 疲 労 な ど 精 神 的 苦 痛

の 原 因 に も な っ て い る と 考 え て い る 。

奥

山
６

教

育

長

モ ン ス タ ー ペ ア

レ ン ト へ の 対 応

策 と Ｐ Ｔ Ａ 等 と

の 連 携 に つ い て

伺 う 。

教 育 委 員 会 で は 、学 校 が 抱 え る 要 求 等 を 日 頃 か ら 的 確 に

把 握 し 、必 要 に 応 じ て 学 校 訪 問 な ど を 実 施 し 、適 切 に 対 応

す る よ う 指 導 し て い る 。ま た 、東 京 都 が 本 年 １ 月 に 作 成 し

た「 学 校 問 題 解 決 の た め の 手 引 き 」を 東 京 都 の 許 可 を 得 て

学 校 に 配 布 し 、問 題 の 解 決 を 図 る た め の 初 期 対 応 や 未 然 防

止 の た め に 参 考 と す る よ う 指 示 し た と こ ろ で あ る 。 一 方 、

法 的 な 問 題 が 起 こ っ た 場 合 に は 、 市 の 顧 問 弁 護 士 に 相 談

し 、 助 言 を 得 な が ら 対 応 に 努 め て い る 。 い ず れ に し て も 、

教 職 員 ・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 域 の 方 々 と 連 携 を 図 り 、 家 庭 ･地 域 と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 充 実 に 努 め て い く こ と が 、モ ン ス

タ ー ペ ア レ ン ト の 解 消 に 当 た っ て は 大 変 重 要 な こ と と 考

え て い る の で 、地 域 一 体 教 育 の さ ら な る 推 進 に 努 め て い き

た い 。
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奥

山
７

教

育

長

教 職 員 の 資 質 の

向 上 に つ い て 現

状 と 今 後 の 対 応

を 伺 い た い 。

教 職 員 に は 、教 科 指 導 や 児 童・生 徒 理 解 な ど 教 育 の 専 門

家 と し て の 資 質 は も ち ろ ん の こ と 、豊 か な 人 間 性 や 人 間 関

係 能 力 な ど 、社 会 的 視 点 に 立 っ て 行 動 す る 幅 広 い 資 質 が 求

め ら れ て い る 。教 育 委 員 会 で は 、教 科 に 対 す る 専 門 的 な 学

習 指 導 方 法 の 研 修 を は じ め 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や 人

権 に 関 す る 研 修 を 実 施 す る な ど 、教 職 員 の 資 質 の 向 上 に 努

め て い る 。ま た 、不 祥 事 防 止 の た め の 研 修 の 実 施 や 綱 紀 粛

正 に 関 す る 資 料 な ど を 配 布 し 、服 務 や 危 機 管 理 へ の 意 識 も

高 め て い る 。い ず れ に し て も 、社 会 情 勢 が 目 ま ぐ る し く 変

化 す る 中 、研 修 の 場 に と ど ま ら ず に 常 に 自 己 研 鑽 し 、教 職

員 一 人 ひ と り が 、学 校 へ の ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 し 、学 校 運

営 に 活 か す こ と が で き る 教 職 員 の 育 成 に 努 め て い き た い

と 考 え て い る 。

俵 ８

教

育

長

小 学 校 で の 給 食

の 生 ご み の 堆 肥

化 の 運 用 と 問 題

点 に つ い て 伺

う 。

現 在 、生 ご み 処 理 機 は 小 学 校 ５ 校 に 設 置 し て お り 、平 成

２ ０ 年 度 実 績 は 、 約 １ １ .５ ト ン の 残 菜 や 野 菜 く ず を 投 入

し 、約 ３ ト ン の 堆 肥 が 生 成 さ れ て い る 。こ の 堆 肥 は 、学 校

農 園 や 学 級 等 の 菜 園・花 壇 に 利 用 し て い る 。ま た 、児 童 や

地 域 の 方 が 持 ち 寄 る 生 ご み を 堆 肥 化 し て い る 学 校 で は 、学

校 農 園 で 収 穫 し た 野 菜 を 給 食 に 活 用 し た り 、堆 肥 を 保 護 者

や 地 域 の 方 々 に 分 配 し て い る 。各 学 校 に 生 ご み 処 理 機 を 設

置 し 、堆 肥 化 す る こ と に つ い て は 、１ 校 あ た り の 設 置 に ３

０ ０ 万 円 程 度 の 経 費 を 要 す る ほ か 、設 置 場 所 の 確 保 や 臭 い

な ど の 問 題 が あ る 。今 後 は 、循 環 型 社 会 へ の 対 応 の 観 点 か

ら 、生 ご み 処 理 機 の 未 設 置 校 に つ い て は 、リ サ イ ク ル 業 者

へ の 委 託 処 理 の 方 向 で 考 え て い る 。

俵 ９
市

長

片 浦 中 学 校 跡 地

の 有 効 活 用 に つ

い て 、 施 設 利 用

を 考 え て い く プ

ロ セ ス の 中 で 何

を 重 視 し て い く

の か 。

昨 年 度 、地 域 で 設 置 さ れ た「 片 浦 中 学 校 の あ り 方 を 考 え

る 委 員 会 」か ら は 、中 学 校 の 施 設 利 用 に つ い て 、地 域 の 資

料 館 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 な ど 地 域 に 役 に 立 つ 施 策

や 教 育 セ ン タ ー と し て 活 用 す る な ど 地 域 に 人 々 を 呼 び 込

む 施 策 を 検 討 さ れ た い と の 提 言 を い た だ い て い る 。片 浦 中

学 校 は 、地 域 の 人 々 が 、整 地 作 業 に 汗 を 流 す な ど 、苦 労 を

重 ね 作 り 上 げ た 学 校 で あ り 、片 浦 地 区 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー や

活 性 化 と い う 視 点 は 、ぜ ひ 取 り 入 れ て い き た い と 考 え て い

る 。 い ず れ に し て も 、 無 人 化 に よ る 荒 廃 を 防 ぐ た め に も 、

教 育 研 究 所 の 機 能 の 一 部 を 移 転 し 、教 育 セ ン タ ー と し て 活

用 し な が ら 、片 浦 の 自 然 や 文 化 、産 業 等 を 活 か し た 体 験 学

習 な ど 小 田 原 の 新 し い 文 化 ･価 値 を 創 造 す る 場 と し て の 可

能 性 も 探 っ て い き た い と 考 え て い る 。
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俵 10
市

長

当 面 の 間 の 管 理

体 制 は ど う し て

い く の か 。

現 在 の 片 浦 中 学 校 の 校 舎 は 、昭 和 ６ １ 年 ８ 月 に 完 成 し た

も の で 、生 徒 が 丁 寧 に 使 用 し 、非 常 に 綺 麗 な 状 態 に 保 た れ

て い る 。ま た 、屋 内 運 動 場 に つ い て も 、昨 年 末 に 耐 震 補 強

工 事 が 完 了 し て い る 。片 浦 中 学 校 は 、学 校 ま で の 進 入 路 が

非 常 に 狭 く 、ま た 、施 設 改 修 と し て 、排 煙 設 備 や 非 常 用 照

明 な ど の 設 置 が 必 要 と な る 。さ ら に 、活 用 の 方 法 に よ っ て

は 、シ ャ ワ ー 施 設 や エ ア コ ン 、エ レ ベ ー タ ー の 設 置 、洋 式

便 所 の 改 修 な ど も 必 要 に な っ て く る 。 こ う し た こ と か ら 、

平 成 ２ ２ 年 度 は 、現 状 の 施 設 の 状 態 の ま ま で 、教 育 研 究 所

の 機 能 の 一 部 を 移 転 し て 、教 育 研 究 や 研 修 を 実 施 し な が ら

管 理 し て い く 予 定 で あ る 。ま た 、地 域 の 人 た ち と 連 携 し な

が ら 、実 験 的 に 体 験 学 習 や 文 化 活 動 、交 流 事 業 な ど 、具 体

的 な 利 用 ･調 査 を 行 う 予 定 で あ り 、 地 域 に 開 放 し て き た 体

育 館 な ど は 、こ れ ま で と 同 様 、地 域 の 方 々 に 利 用 し て い た

だ き た い と 考 え て い る 。

檜

山
11

市

長

施 政 方 針 に お い

て 、 教 育 の 環 境

整 備 に つ い て

は 、 あ ま り 触 れ

ら れ て い な い

が 、今 年 度 以 降 、

教 育 環 境 と し て

何 を 整 え て い く

予 定 な の か 伺

う 。

施 設 面 で あ る が 、子 ど も 達 の 安 全・安 心 の 確 保 を 最 優 先

に 取 り 組 ん で き た 学 校・幼 稚 園 の 耐 震 化 は 、平 成 ２ １ 年 度

を も っ て 全 て 完 了 す る 。教 育 環 境 の 整 備・充 実 に 努 め る こ

と は 、大 変 重 要 で あ る と 認 識 し て お り 、今 後 は 、校 舎 リ ニ

ュ ー ア ル 事 業 を は じ め 、ト イ レ 改 修 な ど 教 育 環 境 の 質 的 向

上 に 努 め て い き た い と 考 え て い る 。 一 方 、 人 的 な 面 で は 、

研 修 等 を 通 じ て 、教 員 の 資 質 の 向 上 を 図 る と と も に 、子 ど

も 達 一 人 ひ と り の ニ ー ズ に 応 じ た 、き め 細 か な 支 援 を 行 う

た め の ス タ デ ィ サ ポ ー ト ス タ ッ フ や 個 別 支 援 員 の 配 置 を

行 い 、そ の 充 実 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。い ず れ に し て

も 、教 育 は 最 重 要 分 野 の 一 つ と し て 取 り 組 ん で お り 、財 政

状 況 が 厳 し い 中 で は あ る が 、今 後 も 、小 田 原 の 未 来 を 担 う

子 ど も 達 の た め 、教 育 環 境 の 整 備 は 着 実 に 進 め て い き た い

と 考 え て い る 。

武

松
12

市

長

旧 片 浦 中 学 校 施

設 活 用 検 討 事 業

の 概 要 に つ い て

伺 う 。

片 浦 中 学 校 閉 校 後 の 施 設 活 用 に つ い て は 、庁 内 横 断 的 ワ

ー キ ン グ チ ー ム を 設 置 し 検 討 し て き た 。 検 討 に 当 た っ て

は 、地 域 の 方 々 と 意 見 交 換 を 重 ね 、こ れ ま で 片 浦 中 学 校 が

地 域 に 果 た し て き た 役 割 の 一 部 の 継 承 と と も に 、小 田 原 の

新 し い 文 化 ･価 値 の 創 造 と い っ た 視 座 で 議 論 を 重 ね て き

た 。施 設 の 活 用 に つ い て は 、学 校 と い う 特 性 を 活 か し た 教

育 研 修 施 設 や 課 外 授 業 、片 浦 の 自 然 や 産 業 等 を 生 か し た 体

験 学 習 の 場 な ど の 教 育・文 化 的 な 活 用 の ほ か 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 場 な ど 、様 々 な 活 用 方 法 が 考 え ら れ る が 、学 校 ま で

の 進 入 路 が 非 常 に 狭 く 、ま た 、施 設 改 修 と し て 、排 煙 設 備

や 非 常 用 照 明 な ど の 設 置 が 必 要 と な る 。さ ら に 、活 用 の 方

法 に よ っ て は シ ャ ワ ー 施 設 や エ ア コ ン 、エ レ ベ ー タ ー の 設

置 、洋 式 便 所 の 改 修 な ど も 必 要 に な っ て く る 。そ こ で 、現

状 の 施 設 の 状 態 の ま ま で 、暫 定 的 に 教 育 研 究 所 の 機 能 の 一

部 を 移 転 す る と と も に 、地 域 の 人 た ち と 連 携 し て 、片 浦 の

自 然 や 文 化 を 活 か し た 体 験 学 習 や 文 化 活 動 、交 流 事 業 な ど

具 体 的 な 利 用 ･調 査 を 行 い 、 ２ ３ 年 度 以 降 の 本 格 的 活 用 に

向 け た 検 討 を 進 め て い き た い と 考 え て い る 。
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武

松
13

教

育

長

片 浦 中 学 校 の 閉

校 後 の 施 設 利 用

に つ い て 、 小 田

原 独 自 の 学 習 プ

ロ グ ラ ム と は ど

の よ う な プ ロ グ

ラ ム な の か 。

小 田 原 独 自 の 学 習 プ ロ グ ラ ム に つ い て で あ る が 、こ の プ

ロ グ ラ ム は 、小 田 原 が 持 つ 自 然 や 歴 史 、文 化 な ど 豊 か な 素

材 を 生 か し た 小 田 原 独 自 の 学 習 の 展 開 を 図 る も の で あ り 、

こ の プ ロ グ ラ ム を 学 習 の 中 に 取 り 入 れ る こ と に よ っ て 、子

ど も た ち は 学 校 や 地 域 そ し て 小 田 原 の 良 さ を 再 認 識 す る

と と も に 、こ れ ら の 積 み 重 ね が 子 ど も た ち の 豊 か な 心 の 育

ち 、学 び へ と 繋 が っ て い く も の と 考 え て い る 。そ の プ ロ グ

ラ ム を 検 討 し て い く 中 で 、豊 か な 地 域 資 源 を 活 か す こ と の

出 来 る 片 浦 中 学 校 の 閉 校 後 の 施 設 を 活 用 し て い く こ と も

検 討 し て い き た い と 考 え て い る 。

武

松
14

市

長

学 校 施 設 の 耐 震

化 完 了 後 の 校 舎

維 持 管 理 に つ い

て 伺 う 。

子 ど も 達 の 安 全・安 心 の 確 保 の た め 、最 優 先 に 進 め て き

た 学 校 や 幼 稚 園 の 耐 震 補 強 工 事 は 、平 成 ２ １ 年 度 で 全 て 完

了 す る 。校 舎 の 維 持 管 理 に つ い て は 、今 ま で も 、耐 震 補 強

工 事 と 併 行 し て 、子 ど も 達 に 快 適 な 教 育 環 境 を 提 供 す る た

め 、外 壁 や ト イ レ な ど の 改 修 や 、空 調 設 備 の 設 置 な ど に 取

り 組 ん で き た 。平 成 ２ ２ 年 度 に お い て は 、小 学 校 及 び 中 学

校 の 校 舎 外 壁 改 修 を 始 め 、施 設 の 維 持 管 理 に 係 る 予 算 を 計

上 し た ほ か 、平 成 ２ ２ 年 度 事 業 の 前 倒 し と し て 、平 成 ２ １

年 度 ３ 月 補 正 予 算 に お い て 、千 代 小 学 校 校 舎 リ ニ ュ ー ア ル

事 業 と と も に 、校 舎 の 維 持 管 理 に 係 る 小 学 校 施 設 改 修 事 業

を 計 上 し た と こ ろ で る 。い ず れ に し て も 、財 政 状 況 が 厳 し

い 中 で は あ る が 、今 後 も 、校 舎 リ ニ ュ ー ア ル な ど の 大 規 模

な 学 校 施 設 の 整 備 を 実 施 す る と と も に 、 学 校 の 床 や 壁 な

ど 、き め 細 か な 部 分 に も 配 慮 し た 施 設 の 充 実 に 努 め て ま い

り た い 。

武

松
15

教

育

長

学 校 の 教 室 で

は 、 照 明 の 照 度

管 理 は ど の よ う

に 実 施 さ れ て い

る の か 伺 い た

い 。

学 校 に お け る 照 明 及 び 換 気 な ど 環 境 衛 生 に 係 る 事 項 に

つ い て は 、学 校 保 健 安 全 法 第 ６ 条 第 １ 項 に 基 づ き 学 校 環 境

衛 生 基 準 が 定 め ら れ て い る 。 各 学 校 の 照 度 管 理 に つ い て

は 、 こ の 基 準 に 基 づ き 、「 照 度 」 や 「 ま ぶ し さ 」 に つ い て

学 校 薬 剤 師 に よ る 定 期 検 査 を 実 施 し て い る 。ま た 、毎 日 養

護 教 諭 が 日 常 点 検 を 行 う と と も に 、必 要 に 応 じ て 学 校 薬 剤

師 に よ る 臨 時 検 査 を 実 施 し て い る 。な お 、学 校 薬 剤 師 に よ

る 定 期 検 査 等 の 結 果 報 告 に 基 づ き 、蛍 光 灯 の 増 灯 や 交 換 な

ど 速 や か に 対 応 し て い る 。
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原

田
16

市

長

前 年 度 に 比 べ 教

育 費 が か な り 減

額 さ れ て い る が

そ の 要 因 は 何

か 。 教 育 費 を 増

や し 計 画 的 に 校

舎 リ ニ ュ ー ア ル

事 業 や 補 修 な ど

を 行 う べ き と 思

う が い か が か 。

平 成 ２ １ 年 度 予 算 に 比 べ 教 育 費 は 約 ８ 億 円 の 減 と な っ

て い る が 、こ れ は ２ １ 年 度 を も っ て 学 校 施 設 の 耐 震 補 強 工

事（ △ 約 7.2 億 円 ）が 完 了 し た こ と 、及 び 職 員 給 与 費（ △

約 7,6 00 万 円 ）の 減 に よ る も の で あ る 。学 校 施 設 の 整 備 に

つ い て は 、 平 成 ２ ２ 年 度 当 初 予 算 の 中 で も 計 上 し て い る

が 、千 代 小 学 校 校 舎 リ ニ ュ ー ア ル 事 業 及 び 小 学 校 の 施 設 改

修 工 事 に つ い て 、国 の 補 正 予 算 を 活 用 す る た め 、平 成 ２ １

年 度 ３ 月 補 正 予 算 に 前 倒 し て 予 算 計 上 し て お り 、ご 理 解 い

た だ き た い 。

原

田
17

教

育

長

小 学 校 １ 年 生 か

ら ３ ０ 人 学 級 を

実 施 す る こ と が

可 能 に な っ て き

て い る の で は な

い か 、 ま た 、 今

年 度 、 ス タ デ

ィ ・ サ ポ ー ト ・

ス タ ッ フ 事 業 を

拡 充 し た が 、

２ ２ 年 度 は ど う

か 。

本 市 で は 、小 学 校 １ 年 生 に お い て 実 施 し て き た ３ ５ 人 以

下 の 少 人 数 学 級 編 制 を 平 成 ２ １ 年 度 よ り 小 学 校 ２ 年 生 ま

で 拡 大 し た 。ま た 、こ れ に 加 え て 、３ ０ 人 を 超 え て ３ ５ 人

以 下 の 学 級 の あ る 学 校 に は 、ス タ デ ィ・ サ ポ ー ト・ス タ ッ

フ を 配 置 し 、 実 質 的 な ３ ０ 人 学 級 を 実 現 し て お り 、 平 成

２ ２ 年 度 に お い て も 引 き 続 き 実 施 す る 。小 学 校 の 中 学 年 に

お い て は 、低 学 年 で 培 っ て き た こ と を 土 台 に 集 団 生 活 に 適

用 で き る 力 を 育 む こ と が 重 要 で あ り 、当 面 少 人 数 学 級 の 拡

充 は 考 え て い な い が 、今 後 も 引 き 続 き 国 や 県 に 教 員 の 増 員

な ど を 要 望 す る と と も に 、 現 在 の 実 施 状 況 を 検 証 し な が

ら 、子 ど も た ち 一 人 ひ と り に 応 じ た 指 導 の 充 実 に 努 め て い

く 。

原

田
18

教

育

長

学 校 給 食 の 業 務

委 託 に つ い て

は 、 適 正 な 管 理

が 行 わ れ て い る

の か 伺 う 。

学 校 給 食 調 理 業 務 の 民 間 委 託 は 、労 働 者 派 遣 事 業 で は な

く 業 務 委 託 事 業 で あ る た め 、職 員 の 配 置 体 制 や 就 業 時 間 等

に つ い て は 、受 託 者 が 決 定 し て お り 、業 務 の 指 示 を 行 う 場

合 は 、受 託 者 側 の 責 任 者 を 通 し て 行 い 、個 々 の 調 理 員 に 対

し て 直 接 指 示 す る こ と は な い 。調 理 や 衛 生 管 理 に 必 要 な 用

品 は 受 託 者 が 用 意 し 、使 用 す る 設 備・機 器 に つ い て は 、学

校 に 設 置 し て あ る も の を 貸 与 す る こ と 、ま た 、受 託 者 の 責

に 帰 す べ き 事 由 で 破 損 等 を し た 場 合 は 受 託 者 が 支 弁 す る

こ と な ど を 盛 り 込 ん だ 契 約 を 締 結 し て い る 。な お 、献 立 の

作 成 や 食 材 の 調 達 に つ い て は 、給 食 の 質 を 維 持 す る と と も

に 、 地 産 地 消 等 の 観 点 か ら 市 が 責 任 を 持 っ て 実 施 し て い

る 。 今 後 も 、 学 校 給 食 調 理 業 務 の 民 間 委 託 に あ た っ て は 、

引 き 続 き 適 正 な 管 理 に 努 め て ま い り た い 。
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議

員
NO

答

弁
質 問 要 旨 答 弁 要 旨

植

田
１

市

長

県 総 体 の 休 止 が

本 市 の ス ポ ー ツ

振 興 へ 与 え る 影

響 を ど の よ う に

捉 え て い る の

か 。

県 総 体 は 、各 競 技 団 体 が 主 催 す る 県 域 で の 競 技 会 が 十 分

開 催 さ れ て い な か っ た こ と か ら 昭 和 ２ ５ 年 に 開 始 さ れ た

事 業 で あ っ た が 、現 在 で は 各 市 町 村 が 主 催 す る 各 種 大 会 や

各 競 技 団 体 等 に よ る 県 域 相 当 の 大 会 が 数 多 く 開 催 さ れ 、競

技 会 へ の 参 加 機 会 も 充 実 し て き た こ と か ら 、県 総 体 の 所 期

の 目 的 は 達 成 さ れ た も の と 、県 は 判 断 し て い る 。以 上 の 点

か ら 、本 市 と し て も 、県 総 体 を 目 標 に 目 指 し て き た 選 手 の

こ と を 考 え る と 休 止 は 残 念 な こ と で は あ る が 、県 総 体 休 止

に よ る 本 市 の ス ポ ー ツ 振 興 へ の 影 響 は 少 な い も の と 考 え

て い る 。

植

田
２

市

長

今 回 の 実 質 県 総

体 の 廃 止 が 、 本

市 の ス ポ ー ツ 振

興 に マ イ ナ ス に

つ な が ら な い よ

う 、 何 ら か の 方

策 を 考 え て い る

の か 。

本 市 で は 、平 成 ２ １ 年 度 に 本 市 の ス ポ ー ツ 振 興 に お け る

基 本 的 な 方 向 性 を 示 す も の と し て「 小 田 原 市 ス ポ ー ツ 振 興

基 本 指 針 」を 策 定 し た 。こ の 指 針 で は 、市 民 が 広 く ス ポ ー

ツ に 関 心 を 持 ち 、だ れ も が 、ど こ で も 、い つ ま で も ス ポ ー

ツ が で き る よ う な 生 涯 ス ポ ー ツ 社 会 を 実 現 す る こ と 、子 ど

も た ち の ス ポ ー ツ 活 動 を 推 進 す る こ と 、ス ポ ー ツ 実 施 率 を

高 め る こ と を 目 標 と し て い る 。本 市 と し て は 、こ れ ら の 目

標 を 達 成 す る た め 、小 田 原 市 体 育 協 会 を は じ め と し た ス ポ

ー ツ 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、ス ポ ー ツ 振 興 の 方 策 に つ い て 検

討 し て ま い り た い 。

植

田
３

市

長

県 総 体 へ の 派 遣

費 と し て 計 上 し

て い た 経 費 を 県

総 体 中 止 イ コ ー

ル 予 算 の 削 減 と

す る の で は な

く 、 競 技 会 へ の

選 手 派 遣 や 、 競

技 力 強 化 へ の 支

援 と し て 活 用 す

る 考 え は あ る の

か 。

平 成 ２ １ 年 度 予 算 ま で は 選 手 団 派 遣 の 委 託 料 を 計 上 し

て い た が 、平 成 ２ ２ 年 度 予 算 で は そ の 経 費 分 は 削 減 し て お

り 、今 後 、県 総 体 に 代 わ る 競 技 会 に 対 し て 支 援 等 の 要 望 が

あ っ た 場 合 は 、財 政 状 況 や 他 自 治 体 の 状 況 等 を 勘 案 し な が

ら 、 対 応 を 考 え て ま い り た い 。

※ 代表質問（生涯学習部）
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植

田
４

市

長

青 少 年 体 験 学 習

事 業 の 中 で 、 少

年 少 女 オ ー シ ャ

ン ク ル ー ズ 廃 止

に 伴 い 、 ２ ， ０

０ ０ 名 を 超 え る

市 民 や 青 少 年 か

ら 継 続 を 望 む 要

望 書 が 提 出 さ れ

た が 、 受 け 取 っ

た 際 の 市 長 の 感

想 及 び こ の 要 望

書 に ど の よ う な

対 応 を し た の か

伺 い た い 。

１ ６ 回 の 開 催 を 重 ね て き た 少 年 少 女 オ ー シ ャ ン ク ル ー

ズ に つ い て は 、様 々 な 観 点 か ら 検 討 し た 中 で 、今 が 体 験 学

習 と そ れ を 支 え る 指 導 者 育 成 の 新 た な 方 向 へ の シ フ ト の

時 期 と 捉 え 、 政 策 的 判 断 に よ り 廃 止 し た 。 継 続 要 望 書 は 、

オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ に 参 加 し た サ ポ ー タ ー Ｏ Ｂ・Ｏ Ｇ が 主

体 と な っ て 署 名 活 動 を 行 い 提 出 さ れ た も の で 、本 市 の ま ち

づ く り・人 づ く り に 対 す る 真 剣 さ と 熱 意 を 強 く 感 じ た 。私

と し て は 、次 代 を 担 う 若 者 た ち の こ の よ う な エ ネ ル ギ ー を

無 駄 に し て は な ら な い と 考 え 、先 月 の ２ ０ 日 、要 望 書 の 提

出 に 中 心 的 に 動 い た 高 校 生・大 学 生 の 皆 さ ん と 意 見 交 換 を

行 っ た 。ま ず は 彼 ら か ら 、オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ に サ ポ ー タ

ー と い う 指 導 者 と し て 参 加 し た こ と で 、将 来 の 目 標 が 出 来

た 、人 と し て 大 き く 成 長 し た な ど 、本 事 業 が も た ら す 素 晴

ら し い 成 果 と 、今 後 の 継 続 を 望 む 思 い を 聞 か せ て い た だ い

た 。そ の 後 に 、私 か ら 、参 加 で き る 児 童 数 や 事 業 費 な ど か

ら 、廃 止 は 苦 渋 の 選 択 で あ っ た こ と 、今 後 は 、オ ー シ ャ ン

ク ル ー ズ が 築 き 上 げ て き た「 人 づ く り 」の 素 晴 ら し い 仕 組

み を 十 分 踏 ま え て 、新 し い 体 験 学 習 事 業 の 確 立 に 向 け て 取

り 組 ん で い き た い こ と な ど を 、丁 寧 に 説 明 さ せ て い た だ い

と こ ろ で あ る 。今 後 の 取 組 み に 対 し て は 、彼 ら か ら は 、オ

ー シ ャ ン ク ル ー ズ を 惜 し み つ つ も 、前 向 き に 捉 え た 意 見 を

多 数 聞 く こ と が で き た の で 、私 か ら は 、改 め て 積 極 的 な 力

添 え を お 願 い し た と こ ろ で あ る 。

植

田
５

市

長

市 長 は 、 少 年 少

女 オ ー シ ャ ン ク

ル ー ズ の 廃 止 に

伴 い 、 体 験 学 習

と そ れ を 支 え る

指 導 者 育 成 の 新

た な 方 向 へ シ フ

ト す る と 言 っ て

い る が 、 新 た な

方 向 と は ど の よ

う な も の か 。

オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ の 良 さ は 、 １ 年 間 の 研 修 を 通 し た 、

異 な る 世 代 や 異 な る 学 校 の 仲 間 と の 出 会 い と 交 流 、様 々 な

感 動 体 験 に よ る「 人 づ く り 」の 仕 組 み に あ る と 考 え て い る 。

新 た に シ フ ト す る 方 向 と し て は 、オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ で 築

き 上 げ て き た「 人 づ く り 」の 仕 組 み を 十 分 に 活 か し 、青 少

年 健 全 育 成 の 担 い 手 と な る 指 導 者 の 発 掘・養 成 と 体 系 化 を

図 り な が ら 、地 道 で は あ る が 、日 常 の 中 で 、地 域 の 自 然 や

資 産 を 活 用 し た 、よ り 多 く の 子 ど も た ち が 参 加 で き る 体 験

学 習 事 業 の 確 立 に 向 け て 試 行 的・段 階 的 に 取 り 組 ん で い き

た い と 考 え て い る 。

奥

山
６

市

長

今 年 度 を も っ て

廃 止 と な る 少 年

少 女 オ ー シ ャ ン

ク ル ー ズ 事 業 の

評 価 に つ い て 、

市 長 の 見 解 を 伺

う 。

１ ６ 回 の 開 催 を 重 ね て き た 少 年 少 女 オ ー シ ャ ン ク ル ー

ズ 事 業 に は 、私 自 身 、市 長 に 就 任 し て か ら ２ 年 度 に 渡 っ て

携 わ っ て き た 。本 事 業 は 、こ れ ま で 、に っ ぽ ん 丸 で の 洋 上

研 修 を は じ め と す る 年 間 を 通 し た 研 修 に よ る 体 験 学 習 事

業 と し て 、ま た 、参 加 す る 子 ど も た ち を 支 え る 青 少 年 指 導

者 養 成 の 貴 重 な 場 所 と し て の 役 割 も 担 い 、成 長・充 実 し て

き た 。こ の こ と は 、異 な る 世 代 が う ま く 関 り な が ら 協 力 し

て 行 う「 人 づ く り 」の シ ス テ ム と し て 本 市 の 財 産 と 言 え る

も の で あ り 、 評 価 す べ き 素 晴 ら し い 点 で あ る と 思 っ て い

る 。し か し な が ら 、こ れ ら の 多 大 な 成 果 と と も に 、参 加 で

き る 子 ど も た ち の 数 に 限 り が あ る こ と や 事 業 費 の 問 題 な

ど 、様 々 な 課 題 も 同 時 に 抱 え る 事 業 で あ る こ と を 実 感 し て

い る と こ ろ で あ る 。
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奥

山
７

市

長

少 年 少 女 オ ー シ

ャ ン ク ル ー ズ の

廃 止 は 、 次 に 繋

が る 受 け 皿 を き

ち ん と 整 え て か

ら 行 う べ き で は

な い か 。

少 年 少 女 オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ に つ い て は 、参 加 で き る 児

童 の 数 や 事 業 費 な ど 、様 々 な 観 点 か ら 検 討 し た 中 で 、今 が

体 験 学 習 及 び そ れ を 支 え る 指 導 者 育 成 の 新 た な 方 向 へ の

シ フ ト の 時 期 と 捉 え 、政 策 的 判 断 に よ り 廃 止 と し た 。廃 止

は 、次 に 繋 が る 受 け 皿 を 整 え て か ら 行 う べ き と の 意 見 で あ

る が 、オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ と い う 大 変 大 き な 事 業 を 続 け な

が ら 、同 時 に 新 た な プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る こ と は 、人 的 に

も 財 政 的 に も 非 常 に 困 難 で あ る と 考 え た 。し た が っ て 、新

た な 体 験 学 習 事 業 の 確 立 に 向 け て は 、試 行 的・段 階 的 に 取

り 組 ん で ま い り た い と 考 え て い る 。

奥

山
８

市

長

旧 ア ジ ア セ ン タ

ー跡 地に つ い て 、

現 在 、 策 定 中 の

「 史 跡 小 田 原 城

跡八 幡 山 古 郭・総

構保 存 管 理 計 画 」

や 無 尽 蔵 プ ロ ジ

ェク ト の「 ウ ォー

キ ン グ タ ウ ン 小

田原 」と の 関 連性

は ど の よ う に 考

えて い る の か 。

旧 ア ジ ア セ ン タ ー 跡 地 は 、 平 成１ ９ 年 度 に 史 跡 用 地 と し

て 取 得 し た も の で 、 史 跡 小 田 原 城 跡 三 の 丸 外 郭 新 堀 土 塁 と

し て 整 備 を 行 う 予 定 の 場 所 で あ る 。 現 在 、 策 定 中 の 「 史 跡

小 田 原 城 跡 八 幡 山 古 郭 ・ 総 構 保 存 管 理 計 画 」 で は 、 総 構 散

策 の 拠 点 的 な 場 所 と し て 位 置 付 け て お り 、 土 塁 の 整 備 と と

も に 小 田 原 城 に つ い て 学 習 で き る よ う な 解 説 ・ 展 示 機 能 を

持 っ た ガ イ ダ ン ス 施 設 の 設 置 に 向 け て 国 や 県 と 協 議 し て ま

い り た い 。 ま た 整 備 後 は 、 小 田 原 の 歴 史 を 紹 介 す る 新 た な

地 域 資 源 と し て 、 無 尽 蔵 プ ロ ジ ェ ク ト の 「 ウ ォ ー キ ン グ タ

ウン 小 田原 」 事 業 に 関 連付 け 、 広 く Ｐ Ｒ し てま い り た い 。

奥

山
９

市

長

旧 ア ジ ア セ ン タ

ー 跡 地 は 眺 望 の

良い 所 な の で 、早

く 市 民 に 開 放 す

べき と 考 え る が 、

今 後 の 整 備 ス ケ

ジ ュ ー ル は ど う

なっ て い る の か 。

三 の 丸 外 郭 新 堀 土 塁 （ 旧 ア ジ ア セ ン タ ー 跡 地 ） の 整 備 に

つ い て は 、 現 在 、 整 備 基 本 計 画 を 策 定 中 で 、 文 化 庁 と 整 備

の方 向 性に つ い て 協 議 を重 ね て い る と こ ろ であ る 。今 後は 、

平 成 ２ ２ 年 度 予 算 案 に 計 上 し て い る 整 備 基 本 設 計 の 実 施 を

経 て 、 そ の 後 に つ い て は 、 発 掘 調 査 及 び 整 備 実 施 設 計 を 行

う 予 定 で あ る 。 い ず れ に し て も 、 積 極 的 に 国 県 補 助 金 の 獲

得 に 努 め 、 で き る だ け 早 い 時 期 に 整 備 に 着 手 で き る よ う に

取り 組 んで ま い り た い 。

奥

山
10

市

長

今 年 度 ７ 月 に 児

童 ク ラ ブ の 開 設

時 刻 を 早 め た こ

と で の 、 成 果 や

反 響 は ど う で あ

っ た の か 、 伺 い

た い 。

開 設 時 刻 を 早 め る に あ た っ て は 、児 童 ク ラ ブ の 指 導 員 な

ど 働 く 側 の 負 担 増 も あ る こ と か ら 、指 導 員 を は じ め 各 ク ラ

ブ の 運 営 委 員 会 と の 協 議 や 、 追 加 費 用 の 確 保 の 調 整 を 経

て 、年 度 途 中 で は あ っ た が 、７ 月 の 実 施 が 実 現 で き た 次 第

で あ る 。 な お 、 そ の 成 果 や 反 響 に つ い て は 、「 余 裕 を も っ

て 通 勤 で き る よ う に な り 、 非 常 に あ り が た い 」「 朝 の 時 間

帯 に 、ク ラ ブ 室 が 開 く の を 子 ど も だ け で 待 た せ る よ う な こ

と が な く な り 、と て も 安 心 し て い る 」な ど 、保 護 者 か ら の

声 を い た だ い て お り 、市 民 ニ ー ズ に 対 応 し た 一 定 の 成 果 が

得 ら れ た も の と 思 っ て い る 。
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奥

山
11

市

長

対 象 学 年 や 開 設

時 間 の 拡 大 な ど

を 含 め 、 現 在 の

児 童 ク ラ ブ の 整

備 は 、 ど の よ う

に 進 め ら れ て い

る の か 。

児 童 ク ラ ブ に つ い て は 、大 規 模 ク ラ ブ の 分 割 、基 準 を 満

た す 施 設 面 積 や 配 置 指 導 員 数 の 確 保 な ど 、国 の 策 定 し た ガ

イ ド ラ イ ン に 基 づ き 整 備 を 進 め て い る 。現 在 は 、市 内 小 学

校 全 ２ ５ 校 に ２ ８ の 児 童 ク ラ ブ が 開 設 さ れ 、平 成 ２ ２ 年 度

に は 更 に ４ ク ラ ブ の 増 設 を 予 定 し て い る 。ま た 、開 設 時 間

の 拡 大 に つ い て は 平 成 １ ９ ・ ２ １ 年 度 と 対 応 し た も の の 、

対 象 学 年 の 拡 大 に つ い て は 、ク ラ ブ 室 の 確 保 な ど の 課 題 か

ら 大 変 難 し い 状 況 で あ る 中 、老 朽 箇 所 の 改 修 な ど 、ま ず は

施 設 面 の 整 備 と 、指 導 員 の 育 成 な ど 、ク ラ ブ 環 境 の 充 実 に

力 を 入 れ て い る と こ ろ で あ る 。

奥

山
12

市

長

市 内 の 児 童 ク ラ

ブ の 中 で 唯 一 、

富 士 見 小 学 校 の

児 童 ク ラ ブ だ け

が 学 校 か ら 離 れ

た 住 宅 地 に 開 設

さ れ て い る 。 近

隣 住 民 と の 関 係

や 、 児 童 の 安 全

確 保 の た め に

も 、 学 校 の 近 隣

や 敷 地 内 に 児 童

ク ラ ブ を 移 転 す

る 考 え は な い の

か 。

本 市 で は 、児 童 の 安 全 面 か ら 考 え 、児 童 ク ラ ブ に つ い て

は 学 校 敷 地 内 で の 開 設 を 基 本 に し て い る 。し か し 、富 士 見

小 学 校 は 児 童 数 が 多 い こ と や 、 少 人 数 学 級 へ の 対 応 に よ

り 、現 在 は 児 童 ク ラ ブ で 利 用 で き る 余 裕 教 室 を 見 出 す こ と

が で き ず 、結 果 と し て 学 校 か ら 離 れ た 場 所 で の 開 設 と な っ

て し ま っ て い る 。ク ラ ブ の 移 転 に つ い て は 、現 在 も 学 校 な

ど の 関 係 者 と 調 整 を 続 け て い る の で 、 ご 理 解 い た だ き た

い 。

奥

山
13

市

長

児 童 ク ラ ブ で ４

年 生 以 上 の 受 入

れ が 無 理 で あ る

の な ら ば 、 何 か

他 の 方 策 に よ

り 、 ４ 年 生 以 上

の 放 課 後 の 居 場

所 を 考 え て い く

こ と は で き な い

か 。

放 課 後 の 子 ど も の 居 場 所 づ く り の た め 、 平 成 ２ ２ 年 度

は 、ス ク ー ル コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 事 業 の 一 つ と し て「 地 域 の

見 守 り 拠 点 づ く り 事 業 」を 実 施 す べ く 、検 討 を 重 ね て い る 。

同 事 業 は 、子 ど も の 安 全 確 保 と 健 全 育 成 を 目 的 に 、地 域 の

中 に 、地 域 の 方 々 と の 協 力 に よ り 、放 課 後 の 子 ど も の 居 場

所 を 確 保 し よ う と す る も の で 、対 象 と す る 子 ど も に つ い て

は 学 年 で の 区 別 を す る こ と な く 、４ 年 生 以 上 も 対 象 と し て

い る 。平 成 ２ ２ 年 度 は 、モ デ ル 地 区 を 選 定 し て の 限 定 的 な

実 施 と な る が 、将 来 的 な 拡 大 の 可 能 性 を 併 せ て 検 討 し て い

き た い 。
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俵 14
市

長

１ ６ 年 間 続 い て

き た オ ー シ ャ ン

ク ル ー ズ の 効 果

と 、 そ の プ ラ ス

面 を 新 た な プ ロ

グ ラ ム に ど の よ

う に 活 か し 、 継

承 さ せ て い く の

か 。

少 年 少 女 オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ は 、 １ 年 間 の 研 修 を 通 し

た 、異 な る 世 代 や 異 な る 学 校 の 仲 間 と の 出 会 い と 交 流 に よ

る 様 々 な 感 動 体 験 と 、こ れ ら を 支 え る 青 少 年 指 導 者 の 養 成

な ど の 面 で 多 大 な 効 果 が あ っ た と 考 え て い る 。新 た に シ フ

ト す る 方 向 と し て は 、オ ー シ ャ ン ク ル ー ズ で 築 き 上 げ て き

た「 人 づ く り 」の 仕 組 み を 十 分 に 活 か し 、青 少 年 健 全 育 成

の 担 い 手 と な る 指 導 者 の 発 掘 ・ 養 成 と 体 系 化 を 図 り な が

ら 、地 道 で は あ る が 、日 常 の 中 で 、地 域 の 自 然 や 資 産 を 活

用 し た 、よ り 多 く の 子 ど も た ち が 参 加 で き る 体 験 学 習 事 業

の 確 立 に 向 け て 試 行 的・段 階 的 に 取 り 組 ん で い き た い と 考

え て い る 。

武

松
15

市

長

大 規 模 ク ラ ブ の

分 割 を 行 っ た 実

績 と 課 題 を 伺

う 。

７ ０ 人 を 超 え る 大 規 模 ク ラ ブ に つ い て は 、平 成 ２ １ 年 度

当 初 に ３ ク ラ ブ を 分 割 し 、２ ２ 年 度 に は ４ ク ラ ブ の 分 割 を

予 定 し て い る 。分 割 に よ り 、１ ク ラ ブ あ た り の 児 童 数 と 配

置 指 導 員 数 の 適 正 化 が 図 ら れ 、子 ど も た ち に 対 し て は 、こ

れ ま で 以 上 に 大 人 た ち の 目 が 行 き 届 く よ う に な っ た 。こ の

こ と は 、子 ど も た ち の 安 全 確 保 と 健 全 育 成 と の 双 方 に お い

て 、成 果 が あ る も の と 思 っ て い る 。ま た 、小 規 模 ク ラ ブ は

大 規 模 ク ラ ブ に 比 べ 、 国 ・ 県 の 補 助 金 が 手 厚 い こ と か ら 、

ク ラ ブ の 分 割 は 財 源 確 保 の 点 に お い て も 有 利 で あ る 。 な

お 、分 割 に 伴 っ て は 、新 た な ク ラ ブ 室 を 確 保 す る な ど 、子

ど も た ち に ゆ と り の あ る 活 動 ス ペ ー ス を 提 供 し て い く こ

と が 必 要 不 可 欠 で あ る が 、小 学 校 の 余 裕 教 室 等 限 り あ る 施

設 の 中 で 、い か に ク ラ ブ と し て 利 用 可 能 な ス ペ ー ス を 拡 大

し て い く の か が 、 分 割 に 際 し て の 課 題 と 考 え て い る 。

武

松
16

市

長

児 童 ク ラ ブ 室 の

書 庫 や 家 具 類 の

地 震 対 策 は ど の

よ う に な っ て い

る の か 、 伺 い た

い 。

児 童 ク ラ ブ 室 内 の 書 庫 や 家 具 類 に つ い て は 、留 め 具 で 固

定 す る こ と で の 転 倒 防 止 策 を 施 す な ど 、適 宜 、必 要 な 対 応

を 行 っ て い る 。一 方 、各 ク ラ ブ の 現 場 を あ ず か る 指 導 員 に

は 、地 震 対 策 等 に つ き 一 定 の 意 識 レ ベ ル と 共 通 認 識 が 持 て

る よ う 、 研 修 会 な ど を 通 じ て 意 識 啓 発 に 努 め て い く 。

武

松
17

市

長

ス ク ー ル コ ミ ュ

ニ テ ィ 推 進 事 業

に つ い て 、 情 報

を 共 有 す る 機 能

は 、 既 に 各 地 域

の 青 少 年 健 全 育

成 協 議 会 が も っ

て い る と 認 識 し

て い る が 、 想 定

し て い る 支 援 先

を 伺 う 。

ス ク ー ル コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 事 業 は 、地 域 総 ぐ る み で 子 ど

も を 見 守 り 育 て る と い う 理 念 の も と 、地 域 の 人 が 主 体 と な

っ て 、す べ て の 子 ど も が 分 け 隔 て な く 育 つ 環 境 を 整 え る 活

動 を 支 援 す る も の で あ る 。地 域 で は 、ご 質 問 に も あ り ま し

た 青 少 年 健 全 育 成 協 議 会 を は じ め 、Ｐ Ｔ Ａ 、子 ど も 会 、自

治 会 や 地 区 社 協 な ど 、様 々 な 団 体 が 子 ど も に 関 す る 活 動 を

行 っ て い る が 、ま ず は 、そ の 活 動 情 報 の 共 有 化 を 図 る た め

の 取 り 組 み を 支 援 し 、地 域 に お け る 団 体 間 の ネ ッ ト ワ ー ク

の 強 化 を 図 っ て い こ う と す る も の で あ る 。お 尋 ね の 支 援 先

に つ い て は 、地 域 に よ っ て 異 な る と 思 う の で 、地 域 の 関 係

団 体 の 方 々 と 十 分 に 話 し 合 い を 持 ち な が ら 事 業 の 実 施 主

体 を 決 め て ま い り た い と 考 え て い る 。
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武

松
18

市

長

子 供 の 見 守 り 拠

点 づ く り と は ど

の よ う な も の

か 。

拠 点 づ く り と は 、地 域 総 ぐ る み で 子 ど も た ち を 見 守 り 育

て る た め 、地 域 の 方 々 や 団 体 と 協 力 し 、子 ど も た ち が 拠 点

と な る「 居 場 所 」に 集 ま る き っ か け 作 り を 行 お う と す る も

の で あ る 。具 体 的 に は 、様 々 な 遊 び や も の 作 り 、簡 単 な 実

験 な ど 児 童 文 化 行 事 の 中 で 長 年 に わ た り 培 っ て き た 特 色

あ る 学 習 内 容 な ど を 、小 学 校 や 公 民 館 な ど 地 域 に あ る 既 存

の 施 設 を 有 効 に 活 用 し な が ら 、実 施 し て い き た い と 考 え て

い る 。な お 、平 成 ２ ２ 年 度 に つ い て は 、モ デ ル 地 区 を 選 定

し て 、 試 行 的 に 実 施 し て い く 。

武

松
19

市

長

試 行 実 施 後 の 展

開 と 今 後 の ス ケ

ジ ュ ー ル に つ い

て 伺 う 。

ス ク ー ル コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 事 業 に つ い て は 、先 ほ ど 答 弁

し た と お り 、平 成 ２ ２ 年 度 は 地 域 に お け る 子 ど も の 活 動 情

報 を 共 有 化 す る た め の 取 り 組 み を 推 進 す る と と も に 、地 域

の 子 ど も の 見 守 り 拠 点 づ く り を 進 め る た め の モ デ ル 事 業

を 実 施 す る も の で あ る 。平 成 ２ ３ 年 度 以 降 に つ い て は 、そ

の 成 果 を 検 証 す る と と も に 、地 域 の 意 向 や 実 情 に 合 わ せ て

拡 充 し て ま い り た い と 考 え て い る 。

原

田
20

市

長

放 課 後 児 童 ク ラ

ブ の 分 割 や 、 児

童 ク ラ ブ 室 の 拡

大 に つ い て 、 具

体 的 な ク ラ ブ 名

を あ げ て 施 策 を

示 し て ほ し い 。

児 童 ク ラ ブ に つ い て は 、 平 成 ２ １ 年 度 に 芦 子 、 国 府 津 、

桜 井 の ３ ク ラ ブ を 分 割 し た こ と で 、 現 在 、 市 内 小 学 校 全

２ ５ 校 に ２ ８ ク ラ ブ が 開 設 さ れ て い る 。 平 成 ２ ２ 年 度 は 、

フ ォ ー ラ ム 小 田 原・３ 番・武 松 議 員 の 質 問 で も お 答 え し た

よ う に 、４ ク ラ ブ の 分 割 を 予 定 し て い る が 、そ の ク ラ ブ は 、

富 水 、酒 匂 、千 代 、足 柄 で あ る 。ま た 、こ れ ら の 場 所 に つ

い て は 、余 裕 教 室 や 放 課 後 の 時 間 帯 に 学 校 で 使 用 し な い 教

室 を 使 う な ど 、既 存 の 学 校 施 設 を 有 効 に 利 用 す る 方 法 に よ

り 、 拡 大 し て い く よ う 考 え て い る 。

原

田
21

市

長

放 課 後 児 童 ク ラ

ブ の 対 象 学 年 の

拡 大 に 対 し て 、

ど う 対 応 す る の

か 。

児 童 ク ラ ブ に つ い て は 、大 規 模 ク ラ ブ の 分 割 、基 準 を 満

た す 施 設 面 積 や 配 置 指 導 員 数 の 確 保 な ど 、国 の 策 定 し た ガ

イ ド ラ イ ン に 基 づ き 、整 備 を 進 め て い る 。対 象 学 年 の 拡 大

に つ い て は 、ク ラ ブ 室 の 確 保 な ど の 課 題 か ら 大 変 難 し い 状

況 で あ る 中 、引 き 続 き 視 野 に 入 れ な が ら も 、ま ず は 老 朽 箇

所 の 改 修 を は じ め と し た 施 設 面 の 整 備 と 、指 導 員 の 育 成 な

ど 、 ク ラ ブ 環 境 の 充 実 に 力 を 注 い で い き た い 。

原

田
22

市

長

放 課 後 児 童 ク ラ

ブ の 指 導 員 の 能

力 向 上 と 待 遇 改

善 に は 、 ど の よ

う に 取 り 組 ん で

い る の か 、 伺 い

た い 。

指 導 員 に は 、年 に 数 回 の 研 修 会 に 加 え 、日 常 業 務 の 中 で 、

ク ラ ブ 運 営 や 子 ど も た ち へ の 対 応 に つ い て の 指 導・助 言 を

行 う こ と で 、個 々 の 能 力 向 上 を 図 っ て い る 。研 修 会 に つ い

て は 、今 後 も さ ら に 強 化 し て い き た い と 考 え て い る 。待 遇

に つ い て は 、厳 し い 財 政 状 況 の 中 、賃 金 の 引 き 上 げ が 難 し

い 状 況 で あ る 。一 方 で 、現 在 進 め て い る ク ラ ブ 環 境 の 充 実

は 、指 導 員 の 労 働 環 境 の 改 善 に も 繋 が っ て お り 、引 き 続 き

力 を 注 い で い き た い 。



議案第３号

小田原市立学校文書管理規則及び小田原市学校給食共同調理場の対象校

を定める規則の一部を改正する規則

小田原市立学校文書管理規則及び小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める

規則の一部を改正する規則について、小田原市教育委員会教育長に対する事務委任

等に関する規則第３条第１５号の規定に基づき、議決を求める。

平成２２年３月２３日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



小田原市立学校文書管理規則及び小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の

一部を改正する規則

（小田原市立学校文書管理規則の一部改正）

第１条 小田原市立学校文書管理規則（平成１５年小田原市教育委員会規則第５号）の一部を次の

ように改正する。

改 正 後

別表（第１４条関係）

学校名 略字

（略）

国府津中学校 国中

（略）

改 正 前

別表（第１４条関係）

学校名 略字

（略）

国府津中学校 国中

片浦中学校 片中

（略）

（小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の一部改正）

第２条 小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則（昭和５７年小田原市教育委員会規則

第１１号）の一部を次のように改正する。

本則の表を次のように改める。

共同調理場名 指定する市立学校

小田原市学校給食センター 城山中学校 白鷗中学校 白山中学校 鴨宮中学校

千代中学校 酒匂中学校 泉中学校 城北中学校

小田原市橘学校給食共同調理場 前羽小学校 下中小学校 橘中学校 前羽幼稚園

下中幼稚園



小田原市豊川学校給食共同調理場 片浦小学校 豊川小学校 城南中学校

小田原市国府津学校給食共同調理場 下曽我小学校 国府津小学校 国府津中学校

附 則

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。



小田原市立学校文書管理規則及び小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の

一部を改正する規則

［改正理由］

片浦中学校の廃止に伴う所要の整備を行うため改正する。

［内 容］

１ 小田原市立学校文書管理規則の一部改正（改正規則第１条関係）

片浦中学校に係る発送文書の記号を削除することとする。（別表関係）

２ 小田原市学校給食共同調理場の対象校を定める規則の一部改正（改正規則第２

条関係）

豊川学校給食共同調理場の対象校から片浦中学校を削除することとする。（本

則関係）

［適 用］

平成２２年 ４ 月 １ 日



議案第４号

校長及び教頭の人事異動の内申について

小田原市立小学校及び中学校の校長及び教頭の人事異動の内申について、小田原

市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第３条第３号の規定に基づき、

議決を求める。

平成２２年３月２３日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



議案第５号

教育委員会職員の人事異動について

小田原市教育委員会職員の人事異動について、小田原市教育委員会教育長に対す

る事務委任等に関する規則第３条第２号の規定に基づき、議決を求める。

平成２２年３月２３日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男


